
宇和島市吉田町白浦

西日本豪雨災害で被災した愛媛県柑橘産地の

復 旧 ･ 復 興 状 況
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応 急 対 策 等
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・被災を免れたスプリンクラー施設の稼働を優先 → 仮設配管による応急復旧等を実施
【 南予用水スプリンクラー施設 約２千haが稼働困難（発災直後） ⇒ 93％が稼働可能（8/31現在）】

・被災したスプリンクラー施設 → 農地と合わせて復旧（宇和島市吉田町、西予市明浜町は県が受託）

畑地かんがい施設

（宇和島市吉田町)破断した幹線パイプライン

仮復旧

農 地 モノレール

講習を受けモノレールを自力復旧
する若手農家

再度災害防止及び未被災園地の営農継続のための応急対策やモノレール等の復旧を優先して実施した

土のうによる園地復旧

復旧完了

損 壊

・【 モノレールの復旧率 93％（8/31現在） 】
・農地の復旧を待たなければ対応できない箇所を除き、
今年の収穫までに復旧完了予定
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区画整理前 崩落箇所

・被災した部分を、出来る限り被災前に近い形状で復旧
（災害復旧事業を活用）

① 原形復旧

② 改良復旧

・被災した急傾斜園地を緩傾斜園地へ改良して復旧
・必要に応じて隣接する未被災園地を合わせて整備
（災害復旧事業、災害関連事業を活用）

・周辺の未被災園地を合わせて広範囲で区画整理を実施
・園地の緩傾斜化や道路、水路の整備を総合的に行う
（国庫補助事業を活用。地域の実情に適した事業を選択）

⇒ 災害に強く生産性の高い園地として再生

③ 再編整備

樹 園 地 の 復 旧 ・ 復 興 方 針
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松山市由良地区（整備構想）

区画整理後
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復旧・復興に向けて

区画整理の合意形成支援

（整備構想図の作成等）

応
急
対
策
等

本
格
復
旧

項 目
取 組 内 容

H30（2018） R1(2019) R2(2020) R3(2021)～

営農の早期再開、

継続への支援

国の災害査定

※H31.1まで

農道の迂回路確保

パイプライン復旧

モノレール復旧

計画策定、測量設計
区画整理工事

（３～５年程度）

測量
設計

農地復旧（原形）
農道復旧
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ、ﾓﾉﾚｰﾙ復旧 等

測量

設計

区画整理工事

（１～２年程度）

原則、

発災年を含めて

３年以内に完成

原形復旧

改良復旧

再編整備

園
地
再
編

県下10か所のモデル地区において
区画整理後の園地をイメージできる
整備構想図等を作成し、地元の合意
形成を後押し！

高収益品目を導入

整備構想現 状

宇和島市玉津地区

農地復旧モデル計画策定事業（県単）
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被災農家を支えながら、産地力も底上げ！
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・ボランティアの受け入れ人数 約4,100人（8月末現在）
・みかん運搬等アルバイター支援 766人役（平成30年度国事業の活用分）
・アルバイター、ボランティアの宿泊施設確保

労働力の確保

アルバイターによる運搬
生産量の回復、収入減少対策

作業受託体制づくりの構築

被害が甚大であった南予地区では、関係ＪＡ・市町、地方局等で「南予地域柑橘農業復興対策チーム」を設置、
同チームに実務担当者で組織する「営農支援班」を設置し、再編整備や未収益期間対策等の推進を強化

・代替園地の堀り起こしと希望農家への斡旋
・モノレール自力施工箇所の点検（29箇所）
・早期成園化が可能な大苗育苗の実証

・受託組織の立ち上げ、拡大

新技術・新品種の導入

・マルドリ栽培導入や温州みかんの根域制限栽培実証
・再編整備園地で紅プリンセス等高収益品目の導入を検討
・ドローン防除農薬適用拡大試験、実演セミナーの開催

復興に取り組む玉津柑橘倶楽部のメンバー
（同倶楽部ＨＰより）令和元年11月7日 参議院農林水産委員会 自由民主党・国民の声 山田俊男

出典：愛媛県農業協同組合中央会の作成資料


